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第三次 揖斐川町地域福祉活動計画 



は じ め に 

 

平素は、地域福祉の充実と発展のため、揖斐川町社会

福祉協議会に対し、温かいご支援とご協力を賜り、心か

らお礼を申しあげます。 

揖斐川町社会福祉協議会では、町民の皆様と協働し、

誰もがいつまでも住み慣れた地域で安心して暮らすこと

ができる地域づくりを推進するため、令和２年度から令

和６年度まで５ヵ年間の「地域福祉活動計画」を策定し

ました。 

少子高齢化、核家族化の進行、ライフスタイルの変化、ひとり暮らしの高齢者

や障がい者の増加、地域交流の減少など、多様化、複雑化した課題が顕在化して

います。そうした社会問題が発生している現在、社会保障、社会福祉制度の充実

だけでなく、地域での支え合いのしくみづくりをより一層進めていくことが求め

られています。安心して暮らせる社会の実現に向けて、それぞれの地域において

町民一人ひとりの積極的な参加と行動によって、住民誰もが共に支え合い、助け

合い、自立した生活を送ることのできる地域福祉の取り組みを推進していきます。 

計画の策定にあたりアンケート調査やサロン、福祉連絡会等の会議に参加し、

多くの町民の皆様から貴重なご意見やご提案をいただきました。それらの課題を

各種関係機関、学識経験者の方々による地域福祉活動計画策定委員会で協議を重

ね、策定いたしました。 

「誰一人取り残さない支え『あい』のまち いびがわ」を推進するため、町民

の皆様、各種関係機関の皆様と連携し、地域福祉を推進してまいりますので、 

ご理解、ご支援を心よりお願い申しあげます。 

最後になりましたが、この計画策定にあたりご尽力賜りました策定委員の皆様

並びに、アンケート調査にご協力いただきました多くの皆様、地域で活動されて

いるボランティア関係の皆様に心から厚くお礼申しあげます。 

令和２年３月 

社会福祉法人 揖斐川町社会福祉協議会 

会 長  富 田 和 弘 



揖斐川町社会福祉協議会 

第三次地域福祉活動計画の策定に寄せて 
 

このたび「第三次揖斐川町地域福祉活動計画」の策定にあたり、アンケート調

査等にご協力いただきました住民の皆様、地域福祉活動計画策定委員会の委員各

位・揖斐川町社会福祉協議会を中心とした関係者の皆様方にまずもって厚くお礼

申しあげます。 

本計画は、第二次活動計画の後継として位置づけられるものであり、令和２年

度から令和６年度までの５ヵ年の計画となります。第二次活動計画においては、

生活支援サービスを構築すべく「おたすけサポーターはなもも」の立ち上げなど、

新たな取り組みが行われました。しかし、アンケート結果からも明らかなとおり、

｢向こう三軒両隣｣の付き合いに関する質的な低下がみられる等、課題も少なくな

い状況です。ご承知のとおり、少子高齢化の進行そして町内の人口の減少は、待

ったなしの状況にあり、持続可能なまちのあり方が問われています。そこで、揖

斐川町における｢地域共生社会｣の実現に向けて、｢誰一人取り残さない支え『あい』

のまち いびがわ｣を基本理念として位置づけました。また、基本理念を具体化す

るにあたり、協議体の設立の推進、ボランティアセンターの活性化、福祉委員活

動の充実等を図ることで、より小地域の課題に対応できる体制を整えていくもの

となっています。 

 しかしながら、本活動計画が実行性を有した｢生きた計画｣となり得るか否かは、

ひとえに住民自治に基づいた住民一人ひとりの皆様や関係機関等の皆様方の主体

的な参加、草の根的な日々の地道な活動等のご協力が欠かせません。本活動計画

が着実に実行され、つながりを大切にし「誰一人取り残さない支え『あい』のま

ち いびがわ」が実現することを心より願っています。 

令和２年３月 

揖斐川町地域福祉活動計画策定委員会 

委員長  梅木 真寿郎 
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第１章  計画の概要 

１  計画策定の背景 

(1)  地域福祉推進の中心的役割を担う社会福祉協議会 

少子高齢化、家族類型の変化、ライフスタイルの変化、価値観の変化等により、

かつて地域社会や家庭が有していた相互扶助の機能が薄れ、介護力、子育て力等が

低下しています。 

誰もがいつまでも住み慣れた地域で安心して暮らすためには、介護保険サービス、

障がい福祉サービス、子育て支援サービスなど公的なサービスの充実を図る必要が

あります。同時に、柔軟な見守りや緊急時の支援等、地域住民やボランティアによ

るきめ細やかなサービスや支援も不可欠となってきており、地域の福祉力を高めて

いくことが求められています。 

こうした社会環境の変化にともなう福祉への要請に応えるため、平成12年６月、「社

会福祉事業法」が改正され、法律名も「社会福祉法」に改められました。この法律は、

社会福祉制度が従来のような限られた人に対する保護・救済にとどまるのではなく、

障がいのあるなしや年齢にかかわらず、誰もが住み慣れた地域で安心して暮せるよう

自立を支援する制度への転換を目指すものです。また、地域社会を基盤とした福祉（地

域福祉）を推進する必要があることから、法律に「地域福祉の推進」が明記され、地

域福祉を推進する中心的な団体として社会福祉協議会が位置づけられました。 

 

(2)  地域福祉活動計画の策定 

地域福祉活動計画とは、社会福祉法において「地域福祉の推進を目的とする団体」

として位置づけられている社会福祉協議会が中心となって策定する、住民が課題解

決を図るための具体的な地域福祉活動、行動を示すものです。 

社会福祉協議会では、平成21年３月に、合併後最初の「揖斐川町地域福祉活動計

画（計画期間：平成21年度～25年度）」を策定しています。さらに平成27年３月に

は「第二次揖斐川町地域福祉活動計画（計画期間：平成27年度～31年度）」を策定

し、地域福祉の推進を図ってきました。 

この間、社会福祉協議会は、ボランティアの育成、サロンの立上げ、日常生活自

立支援事業、生活困窮者への支援、各種の生活支援サービスや介護予防事業などに

取り組んできました。 
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急激な少子高齢化や人口減少の進行に伴い、介護サービスはもちろん、日常生活

の軽微な支援や見守りなどの必要性が一層高まってきています。また、ひきこもり

など社会的孤立、生活困窮など複合化・複雑化している問題への包括的な相談・支

援が課題となってきます。 

第二次計画が令和元年度に最終年度を迎えることから、現状のニーズと課題を把

握するとともに、制度改革への対応を踏まえ、計画の見直しと新たな目標を掲げて

策定を行うこととしました。 

 

(3)  地域福祉活動計画と地域福祉計画の位置づけ 

社会福祉協議会が策定する地域福祉活動計画と、揖斐川町が策定する地域福祉計

画の目指すところは同じであり、課題を共有し、協働して取り組みを推進する必要

があると考えます。これまでも相互に計画の整合性を図りながら策定してきたとこ

ろですが、両計画の連携をさらに強めて、包括的な支援体制を構築していくことが

必要です。 

図表１－１  地域福祉活動計画と地域福祉計画の位置づけ 

 

 

 

 

区  分 地域福祉活動計画 地域福祉計画 

計画の根

拠・性格 

・社会福祉法において、社会福祉協議会

は「地域福祉の推進を目的とする団体」

として位置づけられており、この社会

福祉協議会が中心となり地域住民や関

係団体、企業等とともに福祉のまちづ

くりを目指すための実践的、具体的な

活動計画です。 

・全国社会福祉協議会が「地域福祉活動

計画策定指針」をまとめています。 

・社会福祉法第107条（平成12年改正で社

会福祉事業法から社会福祉法に名称変

更。市町村および都道府県の地域福祉

（支援）計画に関する規定が設けられ、

平成15年４月に施行されました） 

 

・行政計画（行政計画ではあるが、公民

協働の計画策定が重要であり、その策

定手法・経過が特徴となっています） 

これまで

の計画策

定経過 

・揖斐川町地域福祉活動計画 

計画期間：平成21～25年度 

・第二次揖斐川町地域福祉活動計画 

計画期間：平成27～31年度（令和元年度） 

・揖斐川町地域福祉計画 

  計画期間：平成21～25年度 

・第２期揖斐川町地域福祉計画 

  計画期間：平成27～31年度（令和元年度） 

地域福祉 

活動計画  

地域福祉 

計画 
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２  計画の期間 

この計画の期間は、令和２年度から令和６年度までの５年間とします。 

図表１－２  計画の期間 

区  分 

平 成 

27年度 

平 成 

28年度 

平 成 

29年度 

平 成 

30年度 

平 成 

31年度 

（令和  

 元年度）

令 和 

２年度 

令 和 

３年度 

令 和 

４年度 

令 和 

５年度 

令 和 

６年度 

地域福祉活動

計画 

    

 

 

      

地域福祉計画 

          

 

 

３  計画の策定体制 

(1)  計画策定委員会 

地域組織・団体の代表者、福祉・医療・教育の関係者および学識経験者で構成す

る「揖斐川町社会福祉協議会地域福祉活動計画策定委員会」を設置し、地域福祉に

関わるさまざまな分野からの意見や提案を計画に反映しました。 

 

(2)  課題・ニーズの把握 

「第三次揖斐川町地域福祉活動計画」策定の参考にさせていただくことを目的と

して、第５回揖斐川町社会福祉大会の参加者を対象にアンケートを実施しました。 

また、各地区の福祉連絡会・福祉委員会・地区懇談会等の取り組みを通して、地

区の課題・要望等の把握に努めました。 

さらに、揖斐川町が「揖斐川町地域福祉計画」策定のために実施したアンケート

調査結果を参考にしました。 

 

第二次揖斐川町地域福祉活動計画 

（平成 27～31 年度） 

第２期揖斐川町地域福祉計画 

（平成 27～31 年度） 

第三次揖斐川町地域福祉活動計画 

（令和２～６年度） 

第３期揖斐川町地域福祉計画 

（令和２～６年度） 
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第２章 揖斐川町の現状 

１ 人 口 

平成27年の国勢調査によると、揖斐川町の総人口は21,503人となっており、減少を続け

ています。０～14歳人口の占める割合は、平成２年に18.5％であったものが、平成27年に

は11.1％となっています。高齢化率（65歳以上人口が総人口に占める割合）は、年々上昇

を続け、平成27年には35.2％となりました。この少子高齢化は、今後も続いていくと考え

られます（図表２－１）。地区別人口は図表２－２のとおりです。 

図表２－１ 人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）平成２年～平成12年は、合併前の６町村の合計。総人口は年齢不詳を含む。 資料：「国勢調査」 

図表２－２ 地区別人口 

年齢 全体 
揖斐川 

谷汲 春日 久瀬 藤橋 坂内 
揖斐 大和 北方 清水 小島 脛永 

合 計 20,885 3,392 2,790 1,740 1,856 4,083 1,815 2,902 883 859 225 340 

0～14歳 2,114 361 309 222 207 431 204 276 37 44 13 10 

15～64歳 10,894 1,828 1,546 928 971 2,250 984 1,458 343 369 104 113 

65歳以上 7,877 1,203 935 590 678 1,402 627 1,168 503 446 108 217 

75歳以上 4,194 639 438 309 364 642 332 634 324 289 74 149 

85歳以上 1,545 206 141 110 116 222 95 258 133 144 45 75 

外国人 198 32 15 13 32 56 18 26 1 4 1 0 

（注）令和元年11月１日現在の住民基本台帳人口。 
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1.49
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1.08

1.19
1.04

1.25
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1.26

0
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300
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0.5

1.0
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2.0
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（人）
出 生 数
合計特殊出生率

２ 高齢者世帯 

平成27年の揖斐川町の高齢者単身世帯は964世帯、高齢者夫婦世帯（夫65歳以上、妻60

歳以上の夫婦のみの世帯）は1,209世帯となっており、ともに増加を続けています。 

（図表２－３） 

図表２－３ 高齢者世帯の推移 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「国勢調査」 

 

３ 出 生 

揖斐川町における平成29年の出生数は98人です。平成19年、20年には170人を上回る比較

的多くの出生がありましたが、その後は100～140人台で推移し、29年には100人を下回りま

した。 

少子化の指標とされる合計特殊出生率は年によってかなり高低があります。平成20年の

1.49をピークとして平成20年代前半は1.0～1.1台で推移していましたが、平成25年以降は、

1.2～1.5台と高くなっています。 

図表２－４ 出生数および合計特殊出生率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：「西濃地域の公衆衛生」 
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1,233
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1,338 
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0 500 1,000

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

平成27年
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要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（人）

４ 要援護者の状況 

(1) 要支援・要介護認定者の推移 

令和元年８月現在、介護保険制度における要支援・要介護認定者数は1,299人です。

平成22年以降についてみると、認定者数は増加を続けていましたが、平成27年の1,391

人をピークに減少傾向に転じています。 

図表２－５ 要支援・要介護認定者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

(注)  年度末現在、令和元年は８月現在 

資料：揖斐広域連合 

 

 

(2)  障がいのある人の推移 

揖斐川町の障害者手帳を所持している人は図表２－６のとおりです。 

図表２－６ 障害者手帳所持者数の推移                                       単位：人 

区   分 平成28年 平成29年 平成30年 平成31年 

身 体 障 害 者 手 帳 1,080 1,057 1,043 981 

療 育 手 帳 196 200 202 197 

精神障害者保健福祉手帳 151 157 159 211 

(注) 各年３月31日 
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(3) 生活保護世帯（人員）の推移 

図表２－７は、揖斐川町の生活保護世帯（人員）の推移をみたものです。 

図表２－７ 生活保護世帯（人員）の推移    

区  分 
平成 

22年 

平成 

23年 

平成 

24年 

平成 

25年 

平成 

26年 

平成 

27年 

平成 

28年 

平成 

29年 

平成 

30年 

保護世帯数（世帯） 

保 護 人 員 （人） 

35 

41 

38 

45 

40 

49 

37 

46 

35 

39 

34 

40 

33 

38 

33 

36 

32 

34 

(注) 各年４月１日 
 

 

５ 地域の状況 

(1) 子ども会 

平成31年４月１日現在、109の子ども会があり、会員数は1,439人となっています。単

位子ども会数、会員数ともに減少傾向にあります。 

図表２－８ 子ども会の推移 

区 分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

単位子ども会数 

会  員  数（人） 

平均会員数（人/会） 

110 

1,695 

15.4 

111 

1,655 

14.9 

110 

1,561 

14.2 

110 

1,561 

14.2 

109 

1,495 

13.7 

109 

1,439 

13.2 

 (注) 各年度４月１日 

 

(2) 老人クラブ 

老人クラブは、仲間づくり、趣味の活動、社会奉仕活動などを行っています。平成31

年４月１日現在、31の老人クラブがあり、2,459人が加入していますが、会員数は減少し

ています。 

図表２－９ 老人クラブの会員数の推移 

区 分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 

単位クラブ数 

会員数（人） 

48 

3,981 

43 

3,541 

39 

3,177 

38 

2,965 

36 

2,730 

31 

2,459 

 (注) 各年度４月１日 
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６ 福祉関係のボランティア等 

(1) 民生委員・児童委員 

民生委員・児童委員は厚生労働大臣から委嘱を受け、高齢者や障がいのある人等の相

談に応じたり、地域福祉活動の推進、さらには関係行政機関との協力等の幅広い活動を

しています。令和元年12月現在、64人が委嘱されています。また、児童に関することを

専門的に担当する「主任児童委員」として７人が指名されています。 

図表２－10   民生委員・児童委員 

地 区 揖斐川 

 

揖 斐 大 和 北 方 清 水 小 島 脛 永 

人数（人） 32 8 6 3 4 8 3 

地 区 谷 汲 春 日 久 瀬 藤 橋 坂 内 合   計 

人数（人） 11 7 7 2 5 64 

(注) 令和元年12月1日 

 

図表２－11  主任児童委員 

地 区 揖斐川 谷 汲 春 日 久 瀬 藤 橋 坂 内 合 計 

人数（人） 2 2 1 1 0 1 7 

(注) 令和元年12月1日 

 

(2) 福祉委員 

福祉委員は、区長の推薦に基づき、社会福祉協議会長が委嘱しています。令和元年度

は249人が委嘱されており、地域住民とともに福祉のまちづくりを推進し、ご近所の方々

を見守る支援者の一人として活動しています。 

図表２－12   福祉委員 

地 区 区 数 福祉委員（人） 地 区 区 数 福祉委員（人） 

揖斐川 71 193 谷 汲 23 23 

 

揖 斐 20 48 春 日 13 19 

大 和 17 34 久 瀬 8 7 

北 方 7 27 藤 橋 3 2 

清 水 6 16 坂 内 5 5 

小 島 14 45    

脛 永 7 23 合 計 123 249 

(注) 令和元２年３月31日 
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(3) ボランティア 

ボランティアセンターに登録しているボランティア団体は、令和元年度は29団体、個

人登録は15人、登録者合計数は1,373人です。 

図表２－13  ボランティア登録 

区 分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

団 体（団体） 

所属人数（人） 

個  人（人） 

合  計（人） 

25 

1,294 

75 

1,369 

18 

1,348 

59 

1,407 

34 

1,773 

23 

1,796 

30 

1,459 

34 

1,493 

33 

1,430 

11 

1,441 

29 

1,358 

15 

1,373 

(注) 各年度４月１日 

 

7 地域福祉活動 

(1) 第１層・第２層協議体 

生活支援サービスの充実と地域における支え合い体制づくりを支援するため、社会福

祉協議会にコーディネーターを配置しています。コーディネーターは各地区において地

域福祉懇談会を開催し、状況把握や課題の抽出を行っています。それらが発展して協議

体を設置する取り組みが始まっています。令和２年３月末現在の設置状況は、図表２-14

のとおりです。 

図表２－14   協議体の設置状況 

地 区 揖 斐 大 和 北 方 清 水 小 島 脛 永 

協議体の設置 ◎ － － ◎ － ◎ 

地 区 谷 汲 春 日 久 瀬 藤 橋 坂 内  

協議体の設置 ◎ － － － －  

(注) ◎は設置 令和２年３月31日 

※協議体とは・・・地域で福祉を考え、取り組む組織 

 

 

 

 

 

 
第２層協議体 

（地区単位の協議体） 
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(2)  集いの場 

ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、日中独居の高齢者などが、いつでも気軽に

集まることができる「集いの場」が徐々に広がっています。 

図表２－15  集いの場 

地 区 揖斐川 

   

揖 斐 大 和 北 方 清 水 小 島 脛 永 

集いの場 3 1 0 1 0 1 0 

地 区 谷 汲 春 日 久 瀬 藤 橋 坂 内 合   計 

集いの場 0 0 0 0 1 4 

(注) 令和２年３月31日 

 

(3) ふれあいいきいきサロン 

身近な場所で誰もが気軽に参加できるふれあいの場として「ふれあいいきいきサロ

ン」の取り組みを推進しています。令和２年３月末現在、89か所で開催されています。 

図表２－16  ふれあいいきいきサロン 

地 区 揖斐川 

 

揖 斐 大 和 北 方 清 水 小 島 脛 永 

サロン数 46 12 9 7 3 10 6 

地 区 谷 汲 春 日 久 瀬 藤 橋 坂 内 合   計 

サロン数 18 9 10 2 3 89 

(注) 令和２年３月31日 

 

(4) 認知症サポーター養成講座 

認知症についての正しい知識の普及を図り、認知症のある人やその家族がいつまでも

住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、また、認知症の予防を推進するため、認知症

サポーター養成講座を開催しています。 

図表２－17  認知症サポーター養成講座 

区 分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

認知症サポーター養成

講座実施回数 
4 15 5 9 16 

(注) 各年度3月31日 
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第３章  評価・課題 

 

 第二次地域福祉活動計画の取り組み実績と課題 

目標１ 安心して暮らせる～協働のまちづくり～ 

№ 活動・事業 取組・実績 課題・今後の方向性 

1 

見守り体制

づくりの推

進 

・地域福祉懇談会や福祉委員研修会を開

催。役場と協働して、見守りカードの

説明や推進を行った。 

・福祉連絡会等の活動支援を行った。 

・区長、民生委員・児童委員、福祉委員を

中心とした三者が集まる話し合いの場を

第1層の協議体と位置づける。各地区の情

報の共有ができるように働きかける。 

・各地区に第２層の協議体となる福祉連絡

会等の立ち上げに向けた働きかけを行

い、支援していく。 

・各地域で行われている見守り活動を紹介

し、地域に合わせた組織づくりと見守り

体制の強化を図る。 

2 
福祉委員活

動の充実 

・各地区で、福祉委員研修会を開催し、

研修や福祉委員の活動の説明を行っ

た。 

・自主的な組織が立ち上がり、訪問時に

チラシやプレゼントの配付、アンケー

トを実施し、高齢者の状況把握を行っ

た。 

・バースデイサービス事業の充実を図

り、報告書による情報提供により、高

齢者の見守り、状況把握ができた。 

・各地区の状況にあった活動内容を支援す

る。 

・福祉委員としての活動内容を明確にし、

安心して活動ができるように支援してい

く。 

・研修会を開催し、福祉委員として自立し

た活動ができるように体制づくりを行っ

ていく。 

・揖斐川町福祉委員会の活動を充実させ、

各地域の福祉委員との連携や情報交換を

行う。 

・福祉委員の活動事例集などわかりやすい

ノート、資料を作る。 

3 
人の集まる

拠点づくり 

・集いの場事業を推進し、気軽に集まれ

る「集いの場」ができた。 

・各地区でふれあいいきいきサロンが活

発に開催されている。新規サロンの立

ち上げに向けての支援を行った。 

・ふれあいいきいきサロンの役割や必要

性の啓発活動を行った。 

・集いの場事業の啓発を行い、各地区に気

軽に集まれる居場所づくりを支援してい

く。 

・サロンがない地域にサロン立ち上げの支

援をする。 

・継続してサロンが開催できるように相談、

情報提供を行う。 

4 

地域の見守

りマップの

推進 

・民生委員・児童委員を中心に更新を行

った。 

・地域によっては、住民参加により地域

独自のマップを作成し、情報交換を行

った。 

・地域の状況により、見守りマップを活用

して情報交換を行う。 

・地域の福祉関係者の役職交代に伴い、福

祉に関する情報の共有や引継ぎが必要で

ある。 
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目標２ 地域福祉に参加しよう～人づくり～ 

№ 活動・事業 取組・実績 課題・今後の方向 

1 

ボランティ

ア登録の推

進と育成 

・町内で技術や知識を持った住民ボラン

ティアが集まり、情報交換やお互いの

知識習得、交流を目的としたボランテ

ィアカフェを毎月開催している。  

また、カフェで得た知識や情報を各地

区のサロンなどで広め、住民の活動意

欲を高めている。 

・生活支援サポート事業「おたすけサポ

ーターはなもも」が立ち上がり、有償

ボランティアの体制づくりを推進し

た。 

・登録ボランティアに活動の情報提供が不

足している。 

・ボランティアの層を広げるために、各種

ボランティア講座を開催する。 

2 

団塊の世代

や男性参加

による地域

福祉 

・男性を中心とした集いの場が発足し、

囲碁や将棋を楽しんでいる。 

・近年はサロンに男性の参加も増え、お

茶や会話を楽しまれるようになった。 

・男性の参加者が、まだ少ないので、男性

が関心を持ち、積極的に参加できる内容

や取り組みを検討する。 

・養成講座を開催し、男性が気軽に集まる

サロン等を立ち上げていく。 

3 
福祉教育の

推進 

・小・中学校に、福祉講座を開催してい

る。障がい者の方が講師となり、福祉

教育を行った。 

・聴覚障がい者についての授業では、ボ

ランティアによる手話の講座を開催

した。 

・高齢者を理解するために疑似体験の授

業を行った。 

・小・中・高等学校において「認知症サ

ポーター養成講座」を開催し、認知症

について正しく理解をしてもらった。 

・夏休みを利用して、小・中・高等学校

の児童生徒を対象にチャレンジスク

ールを開催し、福祉教育を行った。 

・福祉協力校として各学校に助成を行

い、福祉教育や、福祉活動の充実を図

った。 

・学校関係者と連携を図り、福祉教育の進

め方、内容について検討する。 

・夏休みチャレンジスクールの内容を見直

し、子どもたちのニーズや将来に役立つ

企画を考える。 

・「認知症サポーター養成講座」について

は、学年を決めて、全学校で開催される

ように働きかける。 

・将来子どもたちが揖斐川町の福祉の担い

手として活躍できるよう、福祉教育事業

を積極的に開催する。 

・福祉協力校の助成金を有効な活動資源と

して見直す。 
 

4 
社会福祉大

会の開催 

・３年ごとに開催し、表彰状並びに感謝

状の贈呈を行った。 

・第４回社会福祉大会を平成28年9月11

日、第５回社会福祉大会を令和元年9

月8日に開催した。 

・住民とともに福祉について考える機会に

なるような大会を開催する。 
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目標３ 地域で支えよう～福祉サービスの充実～ 

№ 活動・事業 取組・実績 課題・今後の方向 

1 

ボランティ

アによる地

域福祉の協

力推進 

・社協ボランティア・赤十字奉仕団によ

る地域福祉活動が充実している。 

・高齢者訪問や福祉のつどいを開催して

いる。 

・施設ボランティアに取り組んでいる。 

・担い手不足による団員数の減少と活動内容

の縮小が課題である。 

・若い人に活動を理解してもらい、新規団員

の加入に力を入れる。 

・ボランティアを地域の福祉のネットワーク

に組み入れる。 

2 

生活支援サ

ービスの構

築 

・平成30年10月、普段の暮らしの中のち

ょっとした困りごとを手助けする生活

支援グループ「おたすけサポーターは

なもも」が立ち上がり、活動を行った。 

・「生活支援サポーター養成講座」を開

催し、サポーターの人員確保と拡充を

図った。 

・生活支援サービス事業として住民への周

知、サポーターの養成、活動内容の見直し

等、住民のニーズに合わせ、拡充していく。 

・地域によりサポーターが不足している。特

に山間部は、活動できる人が少ない。 

・ニーズを洗い出し、活動内容を見直す。 

・地域住民への活動の周知が不足している。 

3 
相談窓口の

充実 

・総合相談窓口の充実 

・日常生活自立支援事業、生活福祉資金

貸付事業を行った。 

・相談窓口としての役割が住民に周知不足で

ある。 

 

目標４ 緊急時に備えよう～安心づくり～ 

№ 活動・事業 取組・実績 課題・今後の方向 

1 

災害ボラン

ティアセン

ター 

・災害ボランティアセンター設置訓練及

び総合防災訓練に参加した。 

・災害ボランティアの登録者数を増員する。 

・災害ボランティアセンター設置がスムーズ

にできるように日頃から訓練と防災に対

する意識を啓発する。 

2 
孤立防止の

推進 

・地域ケア会議に参加し、地域の情報共

有を行った。 

・地域サポート事業で職員が自宅への訪

問活動を実施し、見守り、声掛けによ

る安否確認を行った。 

・福祉関係者との連携を強くし、情報共有を

行う。 

・遠く離れて暮らす家族も含めた、向こう三

軒両隣のつきあいを深めていく。 

・小地域の見守り活動を見える化する。 

・集いの場を立ち上げる。 
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目標５ 社会福祉協議会の基盤強化 

 

№ 活動・事業 取組・実績 課題・今後の方向 

1 

広報活動に

よる社協の

啓発 

・広報「かけはし」を発刊し、社協の役

割、活動内容、各種事業の周知を行っ

た。 

・「いびがわ健康福祉フェア」の開催を

とおして、地域福祉活動に対する啓発

を行った。 

・住民に親しまれ、楽しく読んでいただける

広報「かけはし」を目指す。 

・地域福祉活動に対する理解と協力を得られ

るよう、様々な情報発信を行う。 

・住民にわかりやすく、情報を発信するため、

ホームページの内容を充実する。 

2 

社協会費、

共同募金の

拡充 

・会費や共同募金の使途についての説明

を行った。 

・共同募金の推進を行った。 

・住民参加の地域福祉活動を行い、新規会員

の加入促進、共同募金の推進を図る。 

・会費や共同募金は社会福祉協議会の地域福

祉活動を実施する上での貴重な財源であ

るため、使途について地域住民に丁寧に説

明する。 
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第４章  基本理念等 

１ 基本理念 

第二次地域福祉活動計画の基本理念である「みんなの笑顔が あふれる『あい』のまちづ

くり」を引き継ぎながら、さらに一歩進めた「誰一人取り残さない支え『あい』のまち い

びがわ」を本計画の基本理念として定めます。 

誰もがいつまでも住み慣れた地域で安心して暮らすためには、住民同士の積極的な関わ

りによって結びつきを強め、助け合いの輪を広げ、さらに住民、行政、社会福祉協議会な

どが連携し、それぞれの特性を活かした「協働」のまちづくりを推進していくことが大切

です。 

 

誰一人取り残さない  

支え「あい」のまち いびがわ 

 

 

「誰一人取り残さない支え『あい』のまち いびがわ」を実現するために、様々な事業や

活動を展開していくことになります。 

「あい」は愛、きづきあい、ふれあい、ささえあいなどの「あい」、揖斐川（ｉｂｉｇａ

ｗａ）の「ｉ（あい）」を意味しています。 
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２ 推進目標 

基本理念として掲げた「誰一人取り残さない支え『あい』のまち いびがわ」の実現に

向けて、次の４つの推進目標を定め取り組みを推進します。 

 

【推進目標１】安心して暮らせる ～気付き合い～ 

地域福祉の推進母体となる協議体（福祉連絡会等）の設置に取り組み、孤立防止の推

進を行います。また、認知症への理解を深める活動と支援を行い、地域福祉の推進を図

ります。 

 

【推進目標２】地域福祉に参加しよう ～ふれあい～ 

福祉教育・啓発を推進して福祉の心を育みます。ボランティアセンターの活動の推進

を図り、地域で活動するボランティアの育成と支援を行います。 

 

【推進目標３】地域で支えよう ～支え合い～ 

誰もがいつまでも住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、公的支援に加え、互助・

共助による生活支援サービス等の包括的な支援体制を推進します。また、身近な相談窓

口として、住民に周知を行い、相談窓口の充実を図ります。 

 

【推進目標４】社会福祉協議会の基盤強化 ～「あい」の拠点づくり～ 

社会福祉協議会の役割とその活動についての広報・周知に努めるとともに、理解と協

力、住民参加を働きかけていきます。また、ニーズや課題の把握に努め、必要なサービ

スを提案していきます。それらに取り組むため、社会福祉協議会の人材の育成、資質の

向上、関係機関との連携など基盤強化を図ります。 
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３ 施策の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２
地
域
福
祉
に
参
加
し
よ
う 

～
ふ
れ
あ
い
～ 

(1)福祉委員活動の充実 

(2)ボランティアセンターの活性化 

(3)男性参加による地域福祉の推進 

(4)福祉教育の推進 

(5)社会福祉大会の開催 

 

３
地
域
で
支
え
よ
う 

～
支
え
合
い
～ 

(1) 地域包括ケアシステムの充実 

(2)介護予防等による住民の健康維持・向上 

(3)生活支援サービスの充実 

(4)相談窓口の充実 

(5)権利擁護の推進 

４
社
会
福
祉
協
議
会
の
基
盤

強
化 

～
「
あ
い
」
の
拠
点
づ
く
り
～ 

(1)広報活動による社会福祉協議会の啓発 

(2)社会福祉協議会会費、共同募金の拡充 

(3)新しいサービスの研究調査・ニーズ把握 

(4)職員の資質向上 

(5)揖斐川町との連携体制の強化 

１
安
心
し
て
暮
ら
せ
る 

～
気
付
き
合
い
～ 

(1) 協議体設立の推進 

(2) 地域の見守りと見守りマップの推進 

(3) 孤立防止の推進 

(4) 人の集まる拠点づくり 

(5)認知症への理解 

(6)災害ボランティアセンターの充実 

基本理念 

 

誰一人取り残さない 
支え「あい」のまち 

いびがわ 
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第５章  活動計画 

【推進目標１】安心して暮らせる ～気付き合い～ 
 

(1) 協議体設立の推進 

地域福祉活動を活発にするために重要となるのが地域福祉を推進する母体であり、社

会福祉協議会では協議体（福祉連絡会等）の設置を推進しています。既に協議体を設立

した地区や、その前段階となる話し合いを行っている地区があります。地区により構成

員、取り組み内容、名称などの違いはありますが、地区の状況に応じた形態を尊重しな

がら、設立とその活動を支援していきます。 

図表５－１  協議体のイメージ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表５－２  第２層協議体設置数の目標 

区  分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

協議体設置地区 5 6 7 9 11 

 

 

 

揖斐川町 地域包括 
支援センター 

社会福祉 
協議会 

介
護
サ
ー
ビ
ス 

防災 

公民館活動 

消防団 

生活支援 
サービス 

サロン 
集いの場 

老人クラブ 

ボランティア 

その他の
地域活動 

警 

察 

医 

療 

学
校
な
ど 

第1層協議体 

子ども会 

第２層協議体 

（地区単位の協議体） 
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(2) 地域の見守りと見守りマップの推進 

・小地域での見守り活動 

小地域においては概ね見守り活動が実施されています。今後は地域の連携を強化

して見守り体制の組織化、ネットワークの構築を図ります。 

 

・見守りマップの作成・更新 

見守りマップは、その作成過程を通して、地域の情報・課題を見える化、共有す

ることができるという観点から、地域の見守りを推進する上で非常に有効です。各

地区の地域福祉懇談会などにおいて、見守りマップを更新し、要援護者の把握、地

域の課題抽出の方法のひとつとして取り組んでいきます。 

・要援護者の把握と支援体制 

福祉委員、民生委員・児童委員、関係機関などからの情報により、援助や見守り

が必要な場合には、職員が訪問します。状況に応じて関係機関と連携し、在宅での

生活が継続できるよう支援していきます。 

 

(3) 孤立防止の推進 

・本人参加による安否確認方法の確立 

過疎化、高齢化の進行などにより、ひとり暮らしや高齢者世帯が増加傾向にあり

ます。サロンや地域の集まりなどにお互いに声を掛け合い、参加することにより、

地域での安否確認を行うことができます。本人を含めた向こう三軒両隣の見守り体

制の構築や協議体（福祉連絡会等）の立ち上げなど見守り体制のあり方について検

討していきます。 

 

・離れて暮らす家族を視野に入れた支援 

関係機関と協力して、離れて暮らす家族と地域住民が情報を交換したり、連絡

先・手段等の確認を行う方法等を提案します。 

 

 

 

 



 

- 20 - 

・ひとり親家庭の支援 

民生委員・児童委員の協力を得て、ひとり親家庭への個別訪問を実施し、ニーズ

把握や相談支援を行います。また必要に応じて、関係機関へ繋げ、支援の充実を図

ります。 

 

・外国人家庭等の支援 

外国人や日本国籍を有する外国から来た人の世帯を地域で把握し、社会参加の促

進や地域とのつながりを支援します。 

 

(4) 人の集まる拠点づくり 

・ふれあいいきいきサロンの設立および支援 

ふれあいいきいきサロンはご近所で気軽に集まる場として、またおしゃべりや小

物作りなどの生きがいづくりの場として、みんなで楽しい時間を過ごすことのでき

るところです。ふれあいいきいきサロンの活動や新しいサロンの立ち上げ支援を行

います。 

 

・集いの場事業の推進  

住民・ボランティアが主体となって運営する「集いの場」の立ち上げ、活動の充

実を支援していきます。 

子どもから高齢者まで、男女や障がいのあるなしにかかわらず、誰もが気兼ねな

く集まり、地域でのつながりを再生する場として、集いの場づくりを推進します。 

 

(5) 認知症への理解 

・認知症に対する啓発活動の実施 

各地区の団体、小・中・高等学校において認知症サポーター養成講座、認知症講

演会、認知症講座を開催し、認知症に関する正しい理解を深めるとともに、地域の

支援者（サポーター）を増やしていきます。 

図表５－３  認知症サポーター養成講座等の開催目標 

区  分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

認知症サポーター養成

講座等開催数 
15 17 19 21 23 
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・認知症キャラバンメイトの活動支援 

認知症キャラバンメイトとは地域住民に認知症を正しく理解してもらうために

啓発活動を行うボランティアです。 

キャラバンメイトの定例会の開催やメイトの活動支援を行います。研修会の参加

やメイト同士の交流を深め、地域に根差した新たな活動の取り組みを支援していき

ます。  

 

(6) 災害ボランティアセンターの充実 

・災害ボランティアセンター設置訓練および総合防災訓練への参加 

災害時の復興にはボランティアが大きな力を発揮します。ボランティアを「必要

とする人」と「活動したい人」をつなぐ災害ボランティアセンターの設置訓練を実

施します。 

また、平常時から揖斐川町と協力し、災害ボランティアの研修、防災訓練等を行

い、災害ボランティアの人材育成に努めます。 

 

・災害ボランティアの登録の推進 

災害ボランティアの登録者を増員できるよう働きかけを行っていきます。 

 

・災害見舞金支給事業 

町内において火災、地震、風水害等により被災した世帯等に、見舞金を支給しま

す。 
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【推進目標２】地域福祉に参加しよう ～ふれあい～ 

(1) 福祉委員活動の充実 

・福祉委員研修会の開催 

福祉委員の役割の周知、情報の提供、福祉関係者とのネットワークづくりなどの

研修会等を開催します。また、福祉委員の活動事例集などわかりやすい資料を作成

し、活動を支援していきます。 

 

・バースデイサービス事業の充実 

福祉委員の活動の一環として、ひとり暮らし高齢者等の見守りを目的としたバー

スデイサービス事業を実施します。本事業の目的、意義を明確化し、福祉委員の訪

問活動の充実を図ります。 

 

(2) ボランティアセンターの活性化 

・ボランティア情報の提供 

揖斐川町及び社会福祉協議会の広報紙やホームページなどを活用してボランテ

ィア活動の状況や講座開催の情報を提供して、ボランティア活動の周知をおこない

ます。 

 

・ボランティア活動のコーディネート 

有資格者や技術を有している人、様々な講習を修了した人等が、その知識や技術

を生かせるようコーディネートを行います。 

 

・ボランティア養成講座の開催 

傾聴、手話、生活支援などの技術を要するボランティアの養成や、幅広い年代の

ボランティアを養成するための講座を開催します。 

 

(3) 男性参加による地域福祉の推進 

近年、男性の「集いの場」や「サロン」への参加者の増加がみられます。しかし、

依然として男性の参加者が少ないことから、男性が関心を持ち、積極的に参加でき

る内容や取り組みを住民とともに構築していきます。 
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(4) 福祉教育の推進 

・福祉教育事業の推進 

町内の幼・小・中・高等学校を対象として、高齢者疑似体験、手話・指文字体験、

点字体験、障がい者に対する理解などの出前講座を実施します。また、認知症への

理解を深めるため、認知症サポーター養成講座を開催します。 

夏休みの期間中において、幼・小・中・高等学校の児童・生徒を対象とした福祉

体験学習や福祉教育講座を実施します。 

 

・福祉協力校の指定および助成 

児童・生徒が福祉への関心と理解を高め、思いやりの心を育むことができるよう、

町内すべての小・中・高等学校を福祉協力校に指定し、活動への助成を行います。 

各学校の取り組みは広報に掲載するなど、活動を地域住民に周知していきます。 

 

(5) 社会福祉大会の開催 

３年に１度、社会福祉に功績のある方の表彰や福祉を普及させるための講演会など

を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第5回揖斐川町社会福祉大会
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【推進目標３】地域で支えよう ～支え合い～ 

(1) 地域包括ケアシステムの充実 

誰もがいつまでも住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、地域の包括的な支援・サ

ービス提供体制（地域包括ケアシステム）の充実に向けた取り組みが進められています。

本計画においては、特に、その構成要素である「介護予防」「生活支援」「相談窓口」

の充実を目指していきます。 

 

(2) 介護予防等による住民の健康維持・向上 

・介護予防の推進 

サロンや老人クラブ等への「講師派遣」、一般高齢者向けの体操教室「おたっし

ゃ教室」、下肢筋力の衰え等により在宅での生活に多少の不安を抱えた人を対象と

する健康教室「青春塾」を開催します。 

 

(3) 生活支援サービスの充実 

・生活支援サービス事業の充実 

高齢化の更なる進行、高齢者のみの世帯の増加などにより、日常生活において、

ちょっとした困りごとがある世帯の増加が予測されます。日々の暮らしの中で少し

の支援や見守りがあれば、住み慣れた地域で安心して暮らすことができることから、

生活支援サポート事業「おたすけサポーターはなもも」が立ち上がりました。活動

の内容は、短時間の軽微な支援や見守り、ゴミ出し、買い物代行などを中心とした

住民サポーターによる有償ボランティアの活動です。 

今後はこの活動を住民や関係機関に周知し、住民のちょっとした困りごとの解決

のためサービスの拡充を図ります。 

図表５－４  生活支援サービスの流れ 
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図表５－５  「おたすけサポーターはなもも」の活動目標 

区  分 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

年間利用者数（人） 480 500 520 540 560 

サポーター登録者数（人） 40 45 45 50 50 

サポーター養成講座  ○  ○  

スキルアップ講座 ○ ○ ○ ○ ○ 

 

・生活支援サポーターの養成及びスキルアップ 

サポーターが不足している地域があることから、「おたすけサポーターはなもも」

の生活支援サポーター養成講座およびスキルアップのための講座を開催し、サポー

ターの養成と資質向上を図ります。 

サポーターの定例会を毎月実施し、サポーター同士の交流と意見交換を行います。

話し合いにより、モチベーションの維持と活動の円滑化、活性化を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「おたすけサポーターはなもも」の定例会の様子 
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(4) 相談窓口の充実 

・総合相談窓口の充実 

生活に関する困りごとを総合的な視点から支援できるよう、関係機関と連携を図

りながら相談窓口の充実を図ります。 

複合的、複雑化している問題を包括的に受け止め、適切な支援につなぐことがで

きるよう、相談員の研修会参加、資格の取得など資質向上に努めます。 

 

・日常生活自立支援事業の実施 

判断能力が不十分で生活に不安を抱えている障がいのある人や認知症高齢者な

どが、住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、生活支援員による福祉サービスの

利用援助や日常的金銭管理を行います。今後さらに必要性が高まる事業と考えられ

ることから、サービスの周知を図るとともに、支援員の確保・資質向上、関係機関

との連携強化に努めます。 

また、成年後見制度の利用促進に向けた取り組みについて、揖斐川町、圏域、関

係機関・団体との連携を図ります。 

 

・生活福祉資金貸付制度の実施 

低所得世帯、障がい者世帯、高齢者世帯に対し、経済的自立や生活意欲を促進し

て、安定した生活を送れるよう、必要に応じた資金の貸付けを行うとともに、相談

支援を行います。 

 

(5) 権利擁護の推進 

少子高齢化が著しく進行している揖斐川町では、今後も認知症は増加することが予想

され、金銭管理等の不安を抱える人を支える制度や地域の取り組みの推進が必要不可欠

になってきます。 

また親が亡くなった後の障がいのある人の暮らしを支えるため、専門的な見地と地域

の理解、見守りなどの活動が総合的に関わっていく必要があります。 

支援を要する人がその人らしく生きるため、またその人の自立を支えるため、日常生

活自立支援事業及び成年後見制度の利用促進に向け、関係機関と協働で取り組みます。 
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【推進目標４】社会福祉協議会の基盤強化  

～「あい」の拠点づくり～ 

(1) 広報活動による社会福祉協議会の啓発 

社会福祉協議会は、地域福祉を推進する中心的な団体として位置づけられており、住

民とともに考え、活動していきます。広報「かけはし」やホームページの充実を図り、

役割や活動内容、実施事業について、わかりやすく目に見える形での周知を図ります。

特に、中学生のアンケート結果からは、社会福祉協議会が「どんな活動をしているか知

らない」と回答した割合が高いことから、福祉教育事業などの機会を通してＰＲしてい

きます。 

 

・啓発活動の推進 

揖斐川町及び社会福祉協議会の広報紙やホームページ、あらゆる機会・媒体を活

用して、地域福祉の必要性、ボランティア活動、障がい者への理解などについての

啓発に努めます。また、各種事業を通じて福祉への関心を高め、住民の福祉への参

加を促進します。 

 

(2) 社会福祉協議会会費、共同募金の拡充 

社会福祉協議会の地域福祉事業を推進するために、住民の皆様の協力による会費や赤

い羽根共同募金は貴重な財源です。住民の理解が得られるよう、会費や共同募金の使途

について丁寧に説明していきます。 

また、魅力ある地域福祉事業・住民参加の地域福祉活動を展開し、新規会員の加入促

進、共同募金の推進を図ります。 

 

(3) 新しいサービスの研究調査・ニーズ把握 

高齢化の更なる進行等により、生活支援サービスのニーズが高まることや、新たなニ

ーズが生じてくることが考えられます。地域住民、福祉関係者、当事者からの声を拾い

上げ、必要に応じて調査を行い、現在のサービスの見直し、新たなサービスの検討を行

います。 
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(4) 職員の資質向上 

複雑化・複合化する福祉課題に対応できるよう、職員の研修会への参加、研修の実施、

資格取得の奨励等を行い、必要な知識・技術の習得を図ります。 

 

(5) 揖斐川町との連携体制の強化 

包括的な相談・支援体制を構築・充実させていくためには、揖斐川町が行う公的な支

援との連携が重要となります。このため、町と社会福祉協議会との一層の連携体制を強

化するために定期的な話し合いを行います。 
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参考資料 

１ 揖斐川町社会福祉協議会地域福祉活動計画策定委員会 設置要綱 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、町民の参加を得て、揖斐川町における地域福祉推進活動計画を策定

するため、揖斐川町社会福祉協議会地域福祉活動計画策定委員会（以下「委員会」とい

う。）の設置、運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（委員） 

第２条 委員会の委員は、20名以内とし、次に揚げる者の中から、揖斐川町社会福祉協議

会会長（以下「会長」という。）が委嘱する。 

(1) 学識経験者 

(2) 社会福祉を目的とする事業を経営する者 

(3) 社会福祉に関する活動を行う者   

(4) 町民公募による者 

(5) その他会長が必要と認める者 

２ 委員会に、委員長１名及び副委員長１名を置く。 

３ 委員長及び副委員長は委員会の委員の互選とする。 

４ 委員長は、委員を代表し、議事その他の会務を総括する。 

５ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき又は委員長が欠けたときは、そ

の職務を代行する。 

（委員会） 

第３条 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。ただし、最初の会議は会長が招集

する。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、委員長の決するところ

による。 

４ 委員会が必要と認めたときは、関係者の出席を求め、説明及び意見を聴くことができ

る。 

５ 委員会は計画策定に関する資料収集及び調査研究を行い、委員会に計画素案の提起を

行うための地域部会を設置することができる。 

６ 地域部会の設置に関しては、別に定める。 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、揖斐川町社会福祉協議会地域福祉活動計画策定完了までとする。 

（事務局） 

第５条 委員会の事務局は、揖斐川町社会福祉協議会内に置く。 

（雑則） 

第６条 この要綱に定めのない事項について必要があるときは、委員長がこれを定める。 

附 則 

この要綱は、平成19年７月９日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成20年５月２日から施行する。 
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２ 第三次揖斐川町地域福祉活動計画策定委員会 委員名簿 

任期：令和元年12月18日～令和２年３月31日 

区  分 氏   名 所     属 備 考 

学識経験のある者 梅 木 真寿郎 花園大学 社会福祉学部教授 委員長 

社会福祉を目的

とする事業を経

営する者 

松 田 紘 一 社会福祉法人 浩仁会 事務長  

柏 尾 真 道 
社会福祉法人大和社会福祉事業センター 

（ハートピア谷汲の杜 施設長） 
 

佐 木 みどり 揖斐幼稚園 園長  

社会福祉に関す

る活動を行なう

者 

平 井 壽 人 揖斐川町民生・児童委員協議会 会長  

竹 中 一 治 揖斐川町福祉委員会 委員長  

横 山 正 美 岐阜県身体障害者福祉協会 揖斐川分会 会長  

細 野 昌 子 揖斐川町赤十字奉仕団 委員長  

田 中 正 敏 揖斐川町老人クラブ連合会 会長  

富 田 法 子 揖斐川町社協ボランティア 会長  

岩 間 明 宏 揖斐川町役場 住民福祉部長  

その他会長が必

要と認める者 

横 田 修 一 
公益社団法人地域医療振興協会 

（揖斐郡北西部地域医療センター センター長） 
副委員長 

清 水 善 澄 揖斐川町代表区長会 会長  

折 戸 克 明 揖斐川町小中校長会 会長  

宮 川   正 揖斐川町公民館長 代表 （脛永公民館長）  

（敬称略） 
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３ 第三次揖斐川町地域福祉活動計画策定までの経過 

 

実施日 策定委員会 事務局 内   容 

令和元年７月24日   担当者打ち合わせ 
地域福祉活動計画の策定に

ついて意見交換 

令和元年８月７日   担当者打ち合わせ 
社会福祉大会アンケート実

施について意見交換 

令和元年９月７日   

第５回揖斐川町社

会福祉大会 アン

ケート 

社会福祉大会参加者にアン

ケート実施       

回収 299名 

令和元年10月28日   担当者打ち合わせ アンケート結果からの考察 

令和元年11月６日   担当者打ち合わせ 第１回策定委員会について 

令和元年12月18日 第１回策定委員会   アンケート結果からの考察 

令和２年２月７日 第２回策定委員会   
地域福祉活動計画（案）に

ついて 

令和２年２月12日

～３月３日 
  

パブリックコメン

ト実施 
  

令和２年３月６日 第３回策定委員会   計画書の最終案について 
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４ 揖斐川町社会福祉大会アンケート結果 
 

● 調査の概要 

「第三次揖斐川町地域福祉活動計画」策定の参考にさせていただくことを目的として、第５

回揖斐川町社会福祉大会に参加した方に、アンケートを実施しました。 

【実施日】令和元年９月７日   【回答数】299 

【グラフの見方】 

 

① 回答の比率は、その設問の回答数を基数（N）として算出しました。したがって、複数回答の

設問については、すべての比率を合計すると100％を超えます。 

② 回答率（％）は、小数点第２位以下を四捨五入しました。したがって、単数回答の場合であ

っても比率の合計が100％にならない場合があります。 

③ 有効回答とした中には、年齢、性別、地区、所属等の不詳があります。したがって、全体の

回答数と分類別の回答数の合計が一致しない場合があります。 
 

 

● 回答者の基本属性 

(1) 性  別 

回答者の性別は、女性が51.5％、男性が37.1％となっており、女性が男性を14.4ポイント

上回っています。 

図表１ 性  別 

 

 

 

 

(2) 地区（住所） 

回答者の地区（住所）は、図表２のとおりです。 

図表２ 地  区 
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10.7

25.2
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28.4

20.7

34.4

17.1

4.5

25.3

25.1
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区長 民生委員・児童委員 福祉委員

ボランティア その他 無回答

性

別

(3) 年  齢 

回答者の年齢は、「70代」が43.5％と最も高く、次いで「60代」の38.8％となっており、

両者で82.3％を占めています。性別にみると、男性は「60代」が最も高く、女性は「70代」

が最も高くなっています。 

図表３ 年  齢 

 

 

 

 

 

（注）40歳未満の回答者はいなかった。 

 

(4) 所  属 

福祉委員、ボランティア等の回答者の所属については、「福祉委員」が28.4％と最も高く、

次いで「ボランティア」（17.1％）、「区長」（10.7％）、「民生委員・児童委員」（10.4％）と

なっています。性別にみると、男性は「区長」が最も高く、女性は「福祉委員」が最も高く

なっています。 

図表４ 所  属 
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● 調査結果 

(1) 「向こう三軒両隣」の付き合いができていると思うか 

「あなたの地区は『向こう三軒両隣』の付き合いができていると思いますか」という設問

に対しては、「おおむねできている」が56.9％を占めています。これに「よくできている」

を加えた＜できている＞は80.0％です。「あまりできていない」「まったくできていない」を

合計した＜できていない＞は18.4％となっており、＜できている＞が＜できていない＞を

61.6％上回っています。平成25年度の調査に比べると、＜できている＞が9.2ポイント低下

し、＜できていない＞が10.8ポイント高くなっています。 

図表５ 「向こう三軒両隣」の付き合いができていると思うか 
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性別にみると、男性に比べて女性は＜できている＞が3.9ポイント高く、＜できていない＞

が6.5ポイント低くなっています。 

年齢別にみると、40～50代は＜できている＞が63.7％と60代以上に比べて低く、＜できて

いない＞が36.3％と高くなっています。 

所属別にみると、区長、民生委員・児童委員、福祉委員、ボランティアはいずれも＜でき

ている＞が80％以上となっています。「その他」の＜できている＞が74.6％と低くなってい

ます。 

地区別にみると、他地区に比べて揖斐川地区の＜できている＞が低く、＜できていない＞

が高くなっています。久瀬地区・藤橋地区・坂内地区、谷汲地区は＜できている＞が90％を

上回っています（図表５）。 

 

(2) 「向こう三軒両隣」の付き合いとはどのようなものか 

「あなたの望む『向こう三軒両隣』の付き合いとはどのようなものですか」という設問に

対しては、「困った時に頼れる関係」が65.2％を占めています。平成25年度の調査に比べる

と、比較的濃い付き合いの「家族同様」が7.0ポイント低下し、比較的薄い付き合いの「あ

いさつ程度」が9.8ポイント高くなっています。 

性別にみると、大きな差はありませんが、男性は女性に比べて「困った時に頼れる関係」

が4.6ポイント高く、女性は男性に比べて「あいさつ程度」が2.7ポイント高くなっています。 

年齢別にみると、40～50代は「困った時に頼れる関係」が81.8％を占め、60代以上に比べ

て高くなっています。80代以上は「困った時に頼れる関係」「あいさつ程度」がともに47.1％

となっており、他の年代に比べて「あいさつ程度」が高くなっています。 

所属別にみると、いずれも「困った時に頼れる関係」が最も高くなっています。他に比べ

ると、区長の「家族同様」が高いこと、ボランティアの「困った時に頼れる関係」が高いこ

とが特徴としてあげられます。 

地区別にみると、いずれも「困った時に頼れる関係」が最も高くなっています。他に比べ

て「家族同様」が高いのは久瀬地区・藤橋地区・坂内地区、「困った時に頼れる関係」が高

いのは春日地区、「あいさつ程度」が高いのは揖斐川地区です（図表６）。 
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（N= 31)

福祉委員 （N= 85)

ボランティア ・

（N= 51)

そ の 他 （N= 75)

揖 斐 川 （N=198)

谷 汲 （N= 33)

春 日 （N= 17)

久瀬・藤橋・坂内･

（N= 34)

そ の 他 （N=  8)

家族同様 困った時に頼れる関係

あいさつ程度 わからない

無回答

所

属

別

性

別

地

区

別

年

齢

別

全

体

図表６ 「向こう三軒両隣」の付き合いとはどのようなものか 
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(3) 困っている人への対応 

ご近所で困っている人を見つけたら、どのように対応するかたずねたところ、「区長に相

談する」が63.2％と最も高く、「民生委員・児童委員に相談する」「行政や社協、警察などに

連絡する」「対象者の家族や親せきに連絡する」も30％以上の比較的高い割合です。 

属性別にみると、区長以外はすべて「区長に相談する」が最も高く、区長は「民生委員・

児童委員に相談する」が最も高くなっています。 

「その他」として、「声をかける」「個人的に声をかける」「その時に応用して対応しよう

とする」「お話を聞いて、気持ちを落ち着かせている。たまにはランチでも。自分も介護を

していて皆様にお世話になったから恩返ししています」「その場にあたったことがない」が

記載されていました。 

図表７ 困っている人への対応（複数回答）                単位：Ｎは人、他は％ 
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せ
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連
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す
る 
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応
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仕
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か

ら
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い 

そ
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無
回
答 

性
別 

男 性 111 58.6 42.3 21.6 13.5 46.8 42.3 3.6 - - 

女 性 154 64.3 32.5 18.2 16.9 32.5 37.7 1.9 3.9 1.9 

年 

齢 

別 

40 ～ 50 代 33 60.6 51.5 9.1 9.1 45.5 42.4 - 3.0 - 

60 代 116 62.1 38.8 20.7 20.7 44.0 42.2 4.3 0.9 0.9 

70 代 130 66.9 36.9 26.2 13.8 35.4 34.6 1.5 3.1 1.5 

80 代 以 上 17 41.2 17.6 11.8 11.8 11.8 29.4 - 5.9 - 

所 

属 

別 

区 長 32 28.1 50.0 25.0 15.6 46.9 46.9 - - - 

民生委員・児童委員 31 90.3 41.9 41.9 35.5 64.5 41.9 - - - 

福 祉 委 員 85 75.3 37.6 17.6 18.8 32.9 34.1 3.5 1.2 1.2 

ボ ラ ン テ ィ ア 51 62.7 33.3 15.7 15.7 33.3 45.1 - 2.0 2.0 

そ の 他 75 58.7 30.7 13.3 6.7 36.0 34.7 4.0 6.7 - 

地 

区 

別 

揖 斐 川 198 63.6 35.9 18.2 14.1 35.9 31.3 2.5 2.5 1.0 

谷 汲 33 63.6 39.4 27.3 9.1 39.4 51.5 - 3.0 3.0 

春 日 17 70.6 47.1 35.3 23.5 58.8 64.7 - - - 

久瀬・藤橋・坂内 34 64.7 44.1 35.3 35.3 44.1 58.8 - 2.9 - 

そ の 他 8 37.5 12.5 - - 25.0 25.0 12.5 - - 
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(4) 自分自身ができること 

「地域住民が安心して暮らせるようにあなた自身ができることは何ですか」という設問に

対しては、「近所の方への見守り・声かけ」が86.3％と突出しています。 

属性別にみると、いずれも「近所の方への見守り・声かけ」が最も高くなっています。そ

の他では、民生委員・児童委員の「定期的な訪問」が74.2％と高くなっています。 

「その他」として、「公共活動に参加する」「異常気象時の見守り」「困りごとがないか訪

問、尋ねる」「サークル活動への参加」「わからない」が記載されていました。 

図表８ 自分自身ができること（複数回答）       単位：Ｎは人、他は％ 
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そ
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無
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性
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男 性 111 86.5 17.1 15.3 2.7 5.4 

女 性 154 87.7 20.8 17.5 1.3 9.7 

年 

齢 

別 
40 ～ 50 代 33 93.9 12.1 18.2 3.0 3.0 

60 代 116 90.5 20.7 19.0 1.7 4.3 

70 代 130 84.6 23.8 14.6 1.5 10.8 

80 代 以 上 17 52.9 17.6 11.8 - 35.3 

所 

属 

別 

区 長 32 90.6 15.6 12.5 3.1 3.1 

民生委員・児童委員 31 83.9 74.2 22.6 3.2 6.5 

福 祉 委 員 85 88.2 24.7 15.3 2.4 5.9 

ボ ラ ン テ ィ ア 51 82.4 9.8 27.5 - 13.7 

そ の 他 75 89.3 6.7 9.3 1.3 10.7 

地 

区 

別 

揖 斐 川 198 86.4 19.7 16.2 1.0 9.1 

谷 汲 33 84.8 18.2 12.1 - 12.1 

春 日 17 82.4 23.5 23.5 11.8 11.8 

久瀬・藤橋・坂内 34 91.2 32.4 23.5 2.9 5.9 

そ の 他 8 100.0 - - - - 
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(5) 地域活動が活発になるために大切なこと 

地域活動が活発になるために大切だと思うこととしては、「住民同士のつながり」が72.2％

と最も高く、次いで「助け合い」「住民が集まる場所」の順となっています。 

属性別にみると、いずれも「住民同士のつながり」が最も高くなっています（図表９）。 

「その他」として、図表10の内容が記載されていました。 

図表９ 地域活動が活発になるために大切なこと（複数回答） 

 単位：Ｎは人、他は％ 
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男 性 111 69.4 47.7 35.1 5.4 4.5 

女 性 154 73.4 46.8 39.0 0.6 9.1 

年 

齢 

別 

40 ～ 50 代 33 78.8 54.5 30.3 3.0 9.1 

60 代 116 72.4 48.3 37.1 3.4 2.6 

70 代 130 71.5 46.9 37.7 3.1 10.0 

80 代 以 上 17 58.8 35.3 29.4 - 11.8 

所 

属 

別 

区 長 32 62.5 43.8 40.6 - 3.1 

民生委員・児童委員 31 80.6 64.5 51.6 3.2 3.2 

福 祉 委 員 85 70.6 52.9 31.8 2.4 5.9 

ボ ラ ン テ ィ ア 51 70.6 41.2 27.5 3.9 13.7 

そ の 他 75 74.7 40.0 40.0 4.0 6.7 

地 

区 

別 

揖 斐 川 198 72.7 44.4 36.9 1.5 7.6 

谷 汲 33 60.6 45.5 36.4 12.1 9.1 

春 日 17 76.5 64.7 35.3 5.9 11.8 

久瀬・藤橋・坂内 34 76.5 64.7 44.1 2.9 2.9 

そ の 他 8 62.5 25.0 37.5 - - 

 

図表10 地域活動が活発になるために大切なこと（その他） 

・共同活動・作業、共同体験 

・全ての共同作業に参加すること 

・食事会 

・町の発展、大野、池田～に流れない施策 

・集まる場所の利用方法 

・福祉事業等の住民への一層の意識付け 

・話し合うチャンス 

・色々活動があっても参加する人が少ない 

・地域活動を希望しない人も増えてきているのも事実、

そういう付き合いが嫌で町外転出も増えている 
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(6) 「おたすけサポーターはなもも」の認知度 

生活支援サービス「おたすけサポーターはなもも」について知っているかを尋ねたところ、

「知っている」は54.2％、「知らない」は37.5％という結果です。 

認知度が高いのは、所属別の民生委員・児童委員、ボランティア、地区別の春日地区・谷

汲地区で60％を上回っています。「知らない」が高いのは、性別の男性、年齢別の40～50代・

80代以上、所属別の区長・福祉委員・その他、地区別のその他で40％を上回っています。 

図表11 「おたすけサポーターはなもも」の認知度 
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(7) 必要な生活支援サービス 

必要な生活支援サービスをたずねたところ、「話し相手」が67.6％と最も高く、「買い物」

「ゴミ出し」も40％以上です。属性別では、いずれも「話し相手」が最も高くなっています。

その他、「買い物」は年齢別の60代、所属別の区長、民生委員・児童委員、地区別の春日地

区、久瀬地区・藤橋地区・坂内地区が50％以上、「ゴミ出し」は民生委員・児童委員、春日

地区、久瀬地区・藤橋地区・坂内地区、その他が50％以上です（図表12）。 

「その他」として、図表13の内容が記載されていました。 

図表12 必要な生活支援サービス（複数回答）              単位：Ｎは人、他は％ 
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男 性 111 36.0 20.7 12.6 46.8 66.7 27.9 7.2 10.8 

女 性 154 44.8 27.9 13.6 44.8 69.5 29.2 3.2 9.1 

年 

齢 
別 

40 ～ 50 代 33 36.4 33.3 12.1 48.5 69.7 36.4 12.1 6.1 

60 代 116 47.4 27.6 16.4 60.3 69.0 29.3 4.3 5.2 

70 代 130 39.2 23.8 13.8 37.7 67.7 27.7 3.8 13.1 

80 代 以 上 17 17.6 17.6 5.9 11.8 52.9 23.5 - 23.5 

所 

属 

別 

区 長 32 34.4 18.8 15.6 50.0 78.1 37.5 6.3 3.1 

民生委員・児童委員 31 71.0 48.4 32.3 64.5 83.9 32.3 6.5 3.2 

福 祉 委 員 85 37.6 24.7 11.8 42.4 67.1 29.4 4.7 10.6 

ボ ラ ン テ ィ ア 51 43.1 19.6 11.8 47.1 66.7 23.5 - 13.7 

そ の 他 75 34.7 25.3 10.7 38.7 60.0 25.3 6.7 13.3 

地 

区 

別 

揖 斐 川 198 40.4 23.2 11.1 46.5 67.7 28.3 4.0 10.1 

谷 汲 33 33.3 33.3 15.2 30.3 54.5 21.2 6.1 18.2 

春 日 17 52.9 41.2 35.3 52.9 58.8 52.9 11.8 5.9 

久瀬・藤橋・坂内 34 50.0 35.3 23.5 52.9 79.4 32.4 5.9 5.9 

そ の 他 8 50.0 25.0 25.0 37.5 87.5 25.0 - - 

図表13 必要な生活支援サービス（その他） 

・食事づくり 

・食事について 

・食事、配食 

・母子、父子家庭の子どもへの生
活支援 

・病院への付き添い 

・通院、観光（旅行アシスト） 

・定期的な訪問 

・高齢者世帯及び独居老人・障が
い者宅へ定期的に医師、保健師
が訪問 

・家族のつながり 

・生活の中で足になるもの（車） 

・雪どけ 

・リサイクル当番 

・今のところ近所でまかなえる 
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(8) 学びたい講座 

今後学びたい講座についてたずねたところ、「認知症サポーター養成講座」「災害ボランテ

ィア講座」「生活支援サポーター養成講座」が25％以上となっています。 

属性別にみると、いずれも上記３項目が高く、「災害ボランティア講座」は、性別の男性、

所属別の区長、「認知症サポーター養成講座」は年齢別の80代以上が40％以上です（図表14）。 

「その他」として、図表15の内容が記載されていました。 

図表14 今後学びたい講座（複数回答）              単位：Ｎは人、他は％ 
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性
別 

男 性 111 26.1 28.8 5.4 40.5 6.3 23.4 

女 性 154 25.3 30.5 14.3 18.2 1.3 31.8 

年 

齢 
別 

40 ～ 50 代 33 36.4 21.2 18.2 39.4 6.1 18.2 

60 代 116 25.9 29.3 6.9 31.9 5.2 28.4 

70 代 130 23.8 30.8 12.3 20.8 1.5 31.5 

80 代 以 上 17 11.8 41.2 17.6 17.6 5.9 23.5 

所 

属 

別 

区 長 32 28.1 18.8 - 46.9 6.3 25.0 

民生委員・児童委員 31 19.4 29.0 16.1 25.8 3.2 22.6 

福 祉 委 員 85 30.6 32.9 8.2 22.4 4.7 31.8 

ボ ラ ン テ ィ ア 51 15.7 25.5 15.7 21.6 3.9 37.3 

そ の 他 75 26.7 28.0 10.7 32.0 2.7 25.3 

地 

区 

別 

揖 斐 川 198 26.3 29.3 12.1 29.8 3.5 26.3 

谷 汲 33 24.2 30.3 9.1 27.3 6.1 27.3 

春 日 17 11.8 23.5 - 23.5 11.8 41.2 

久瀬・藤橋・坂内 34 26.5 26.5 17.6 14.7 - 35.3 

そ の 他 8 25.0 25.0 - 25.0 - 37.5 

図表15 今後学びたい講座（その他） 

・認知症にならない講座 

・パラダイスとは 

・手話を習いたいが、土・日曜日にあるとうれしい 

・精神・発達障がい者しごとサポーター養成講座 

・国（県・町）の福祉事業等の講座 

・地元の歴史（有名人とか地元の人とのディスカッ

ション、フォーラム） 

・地域住民の関係性を築くための講座（何に注意し、

どこまで家庭に入り込むべきかなど） 

・私はお願いする年齢です。 
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● 自由意見（福祉大会の感想・講演について・福祉に関する思いなど） 

○講座を受ける人が高齢ではいけないので、もっと若い方にも参加できるよう、仕事が終わっ

ても受けるよう夜間にしてほしい。どんな会合も。（－ 70 代） 

○上野千鶴子さんの講演（－ 60 代） 

○大変よかったと思います。（男性 80 代以上） 

○揖斐川町の高齢化が進んでおり、福祉は大きな課題です。色々な面で協力させていただきま

す。（男性 60 代） 

○長年、地域の福祉活動に貢献された多くの方々に、改めて感謝の気持ちでいっぱいになりま

した。なかなか人のために行動することは、思っていてもできないことと敬意を表します。

福祉委員として少しでも地域のために、というより自分のために活動したいと思います。（女

性 60 代） 

○私達の知らない場所で、多くの方々が福祉に関係しておられ、色々の活動をされていますこ

とがよくわかりました。（男性 70 代） 

○成年後見のことを考えることも少ないので参考になった。（男性 70 代） 

○年々、年を取っていき心配になってくるので、安心できる揖斐川町であってほしいと思いま

す。（女性 60 代） 

○認知症の話を聞き、これから先の勉強になりました。渡辺先生はわかりやすくお話して下さ

いました。（女性 70 代） 

○福祉の大切さがよくわかりました。参加できてよかったです。渡辺先生の講演も勉強になり

よかったです。（女性 60 代） 

○講演はとてもよくわかり、面白くよかったです。（女性 70 代） 

○とてもわかりやすく説明していただけました。（女性 50 代） 

○もし「災害」がおきたら、「〇〇会長、〇〇会々長」がたくさんいて、誰の「命」を受けて動

いていいのかわからない。（女性 60 代） 

○参加できよかったです。（女性 80 代以上） 

○表彰状をいただくとき、お足の悪い方のときは、会長がその方の前までお足を運ばれてはい

かがでしょうか？（女性 70 代） 

○色々なパンフレットをもらいましたので、家で勉強したいと思います。（女性 80 代以上） 

○渡辺先生のお話大変うれしく思いました。ありがとうございました。（女性 60 代） 

○たいへん良かった。（男性 60 代） 

○福祉の取り組みの充実のための本会フェアの開催、本当にご苦労様です。表彰された皆様、
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本当にご苦労様です。また会の運営に関してお世話いただいた方、会場や駐車場の整理等で

お世話いただきました皆様、本当にありがとうございました。町の福祉の取り組みが益々充

実することを心よりお祈りいたします。（男性 50 代） 

○福祉の発展を願います。今日の大会を機に、私自身も福祉への意識を高めていきたいと思い

ました。（男性 50 代） 

○表彰時間が長すぎます。代表がいただいて、以下同文では？（女性 70 代） 

○社協、ＪＡ、共同で大型コインランドリーの設置。（男性 60 代） 

○自分のできることを、と福祉委員等、地域のボランティアをさせていただいています。微々

たる歩みですが、これからも続けていきたいと思います。（－ 50 代） 

○子供、青年、中高年、高齢者が集える場所、意見交換できる機会があるとよい。最近の若い

者は賢いし、たくましい。（男性 60 代） 

○式から講演まで時間を取りすぎ。引き続き実施した方がよい。（男性 70 代） 

○福祉とは少人数に対してどのような対策ができるかだと思うが、今回のバスのように利用す

る人の意見を聞かず、説明もなく、とても格好だけの福祉ではだめだと思います。（男性 60

代） 

○同一内容の表彰状の受け取りは代表者のみでよいと思います。表彰式、同一内容は「以下同

文」のみでよい。（女性 70 代） 

○近所が高齢者ばかりで心配です。（女性 70 代） 

○これからも勉強したいと思いました。（女性 60 代） 

○今の時代、あえて村社会を作る必要は？ 住民ボランティアには限界があります。行政職員

の配置替えによる増員を望みます。（男性 50 代） 

○「お助けサポーター」に頼ることのないくらい、地域住民が助け合うことが必要ではないか。

（女性 60 代） 

○この頃ご近所にも母子家庭が増えてきたように思います。生活するのにはお金が必要なので、

親が働きに出る間、子どもだけでの生活となり心配です。老人への支援だけでなく、子ども

への支援も充実されるとよいと思っております。（男性 50 代） 

○60 歳以上の皆様が地域の活性化、どうしたら地域の生活の糧になるか。（－ 70 代） 

○支援に携わる人達の支援対象者の名簿等、個人情報の適切な管理に対する研修機会の充実、

テキストの整備が急務。単なる取扱注意だけではだめ、具体的に示し研修を行うこと。ひと

たびアポ電強盗等へ個人情報が漏れた場合、被害を受けるのは個人情報を提供した支援対象

者のお年寄りです。起きてからでは遅い。（男性 60 代） 
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○大会宣言の「努めます」を「行います」にしましょう。（男性 60 代） 

○良いと思いました。（－ 60 代） 

○初めて参加して立派な大会にびっくりしました。でも形式的だなぁと思いました。（女性 60

代） 

○地域に密着した活動者（見守りする人＝福祉委員等）を選出することが大事。（男性 60 代） 

○自分のできる範囲で地域の福祉に携わっていこうと思います。（女性 60 代） 

○福祉関係の皆様に感謝申し上げます。（男性 60 代） 

○現在は 100 年時代になり、高齢化となり、健康・福祉といった課題が多くなりました。（男性 

60 代） 

○勉強になりました。（－ 70 代） 
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